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１．大和ハウスにおけるBIM移行状況

２．PlanGridによる施工現場のデジタル化

３．DfMAと建設プロセスのデジタル化を融合させた
次世代工業化建築システムの取組み



スピーカー

大竹 康宏 （Yasuhiro Otake）

現在、大和ハウス工業 建設デジタル推進部にてデジタルコンス

トラクションプロジェクトのマネージャーとして、次世代工業化シ

ステムの開発を推進。

バックグラウンドは建築構造と振動工学。大和ハウスの総合技術

研究所にて工業化建築における研究開発業務に約２０年間従事。工

業化住宅に組み込む耐震技術の検証業務を行う一方、社内の新たな

工業化住宅開発プロジェクトにおいて、モジュール部材の企画・設

計業務に参画。また、先進技術を用いた施工技術の研究企画を行い、

建設用３Dプリンター技術の基礎的研究開発などに携わる。



画像のキャプションをここに入力

我々は６５年前に工業化建築を誕生させ、
今日まで進化させてきました。

今、工業化建築はコロナ禍で
働き方の変化とデジタル変革期を迎え、

新たなステージへと進化しようとしています。
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１．大和ハウスにおけるBIM移行状況



Building
Information
Modeling
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大和ハウスのBIMの取組み
2055年に10兆円企業を目指している。
BIMはその成長戦略の技術的基盤である。



D’s BIM BI(Business Intelligence)①
D’s BIM Result of analysis

D’s BIM Result of analysis
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D’s BIM BI(Business Intelligence)②
D’s BIM Result of analysis

D’s BIM Result of analysis

133 144

0

78
103

30

86 86

0

155 157

0

150

120

230

81

90

90

55

100

150

88

80

388

88

0

100

200

300

400

500

600

初
級
編

モ
デ
リ
ン
グ
編

図
面
化
編

責
任
者
研
修

モ
デ
リ
ン
グ
編

図
面
化
編

責
任
者
研
修

初
級
編

中
級
編

責
任
者
研
修

BI
M
連
携

基
礎
研
修

仮
設

意匠 構造 設備 見積 工事

BIM研修参加人数

2018年 2019年

BIM研修 責任者研修

1 2 3 18
0

19 27

94 106 104 115 115
143

110

160

247 249
267 256 267

5 11 8

8

0

1
3

6

18 15
17 17

1

7

10

6 3

6
5

11

0

0 0

0

0

0

1

4

1 7

4 4

8

8

3

6
15

12

18

13

0

50

100

150

200

250

300

350

８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2018年 2019年 2020年

サポート件数

Revit Autocad BIM関連 BIM360

4月
基本操作 15
集計表 13
起動/環境設定 10
D-REX 10
ファミリ 10

5月
D-REX 15
集計表 15
ファミリ 14
基本操作 12
不具合 10



企業とアフターコロナ

BIMオンライン研修・合宿について（COVID-19対策）
COVID-19（新型コロナウイルス感染症）によるテレワークが断続的に続くことに鑑み、
BIMオンライン研修・合宿を実施します。
これは、当面の集合研修・合宿が出来ないことによるBIM移行の遅れを回避すること、
また、今回のテレワークによる全国間でのTemas等によるWEB会議の活用頻度も上がり、
新たな働き方改革（学び方）を構築することを目的とします。

オンライン研修・合宿 + 新たな働き方（学び方）

テレワークアンケート結果



BIM活用事例（応急仮設）
応急仮設住宅を少しでも早く建設するために、BIMの活用で熊本大学との共同研究。
Revit上のプログラムにより配置計画の省力化が可能となる。



BIM活用事例（台風19号対応）

2019年10月12日土曜日 台風19号による記録的な大雨により長野県千曲川堤防が決壊
これにより、人的被害・停電・断水・交通機関などの被害が発生
早急に応急仮設住宅を提供するため、BIMが使用された。

背景



BIM活用事例（台風19号対応）

17:40 配置承認17:00 役所協議15:00 モデル出力12:00 配置図面作成10:00 役所協議8:00 再現地調査

15:00 配置検討・周辺環境モデル作成13:00 現地調査10:00 役所協議1日目

2日目

2日で配置承認を取る！！

プログラムを利用した自動設計により、少ない時間で複数案を検討し、約30時間で配置承認を取得

A案

B案

スピード対応が可能

［自動設計プログラム］

［3Dモデル］

配置図面

設計条件入力 シミュレーション・動画



BIM活用事例（台風19号対応）



BIM活用事例（台風19号対応）



構造自動設計のコンセプト

計画
基本設計

意匠検討に合わせて、
自動で構造担保＆概算積算

意匠変更に合わせて
自動で最適架構を提示

設計者は各種ツールを駆使して設計

BIM活用事例（構造設計の自動化）



構造自動設計のイメージ

BIM活用事例（構造設計の自動化）



構造自動設計のアーキテクチャ
REVIT

Design Explorer BUS-6架構生成engine

BUS-6 +Revit Op.

BIM活用事例（構造設計の自動化）



構造自動設計の実例



構造自動設計の結果

実プラン 自動設計結果① 自動設計結果② 自動設計結果③
主要スパン 5.5[m] 同左 同左 7.3[m]
主要柱の断面 □-350x350x19 □-350x350x9 □-350x350x9 □-400x400x9
主要梁の断面 H-500x200x10x16 H-488x300x11x18 H-488x300x11x18 H-600x200x11x17
総重量 8.6542[t] 8.6139[t] 6.6574[t] 5.5725[t]

BIM活用事例（構造設計の自動化）



他構造

ブレース構造

最適設計

将来展望

計画支援

計画段階におけるフィージビ
リティスタディ支援

基本設計・実施設計段階にお
ける多変数最適設計

S造ブレースの最適配置

RC造／SRC造への展開
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BIM活用事例（構造設計の自動化）



２．PlanGridによる施工現場のデジタル化



建設現場が抱える課題

■人手不足
建設技能労働者の減少
若者の建設業離れ
（生産性の低さと厳しい労働環境による）

■施工管理業務の煩雑さ
膨大な管理書類の作成
求められる高度な品質管理
工期厳守が求められる工程管理
最優先される安全管理



PlanGridを用いた建設現場のデジタル化検証

■概要
建設中のホテル物件において
自主検査にPlamGridを適用し、
検査工数の効率化を検証。

■検証項目
 ペーパーレス効果
 検査内容の情報共有化
 検査写真の共有化
 検査時間の短縮効果



音声認識でコメント入力

指摘箇所のマーキング〜写真撮影

写真管理

図面上にスタンプを配置

タスクの一覧から業者割り当て

報告会風景

作業風景

作業グループ分け

25図面一覧とフィルター



図面＋チェックリストをエク
セル上でレイアウトして部
屋数分作成チェックリスト用図面作成

チェックリスト用図面作成

チェックリストを印刷
自主検査、施主検査と
いった必要部数分印刷

部屋数分のチェックリスト
ボールペン、カメラ（スマ
ホ）を持って検査

PlanGridの管理画面で
図面を一括登録。
チェックリストに必要なスタ
ンプ、原因、場所、業者な
ど登録

現場にはiPadだけ持参。
一連の作業でスタンプ、コ
メント、写真が関連づけて
管理される
音声認識も有効活用

検査後の報告会で、指摘
事項、コメント、写真が紐
付いた状態で内容確認で
きることで、状況を明確に
できる

指摘内容と写真は紐付
いていないので、伝達ミス
の可能性がある

?

１ボタンでレポート作成。
API自動登録（予定）

工事監理ソフトに手入力
して保管
チェックリストはPDF化して
社内DBに登録

-40%

効果検証結果

実績
PlanGrid

既存



PlanGridから始まる施工現場のデジタル化

■建設現場における検証項目

1.現況図に現地調査リスト項目を掲載
2.近隣挨拶実施報告書
3.投入会議議事録
4.設計への質疑・回答
5.外構先行計画書
6.構造図＋原寸議事録
7.建物確認書（施主、テナントサイン）

8.各業者へタスク割り当て
9.DーDoc連携（検査項目）
10.施工検討会として図面保管
11.施工図連携（建具番号と施工図）
12.構造概要書に配合報告書
（ミルシート、納品書添付）

13.施工店自主検査連携
14.月次工事報告書
15.定例打ち合わせ議事録
16.失敗・成功事例
17.指摘事項を施工店に対して指示
18.各種検査記録連動

19.工事竣工後の変更履歴図面と連動
20.DーTECへデータ自動保存
21.顧客管理カードと連携

着工前 施工中 引渡し



コンセプト
デザイン

シミュレーション

詳細設計

ドキュメント化

実施設計デザイン
レビュー

設計
BIM活用した
コラボレーション

施工

施工効率
課題解決

ドキュメント
管理

ファブリケーション

干渉チェック

数量化・抽出

品質管理

引き渡し

検査

出来型管理

入札・業社

DfMA
（Design for Manufacturing ＆ Assembly）

活用・検証中エリア
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３．DfMAと建設プロセスのデジタル化を融合させた
次世代工業化建築システムの取組み



1955 パイプハウス

パイプハウスの構成部品

Housing

1959 ミゼットハウス

Building

1962 大和ロッジ

大和ハウスの創業理念は「建築の工業化」
その歴史は商業商品「パイプハウス」から始まりました。
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工業化住宅の進化
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ここから我々の工業化建築は進化し、
工場部材の一部の製造はすでに自動化を実現。
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少品種大量生産 多品種最適生産

少品種大量生産の時代から多品種最適生産の時代へ

国内建設業の社会背景と課題

1950 2000 2020

住宅需要

建設労働者
価値観の多様化



求められるDfMA＋ICの強化

 多様化に伴う建物構成部品数の増大、システムの複雑化
 建設業従事者減少に伴う労務単価の上昇
 建設業従事者減少に伴う製造LT、工期遵守の困難化

多品種最適生産に対応するための問題

DfMA（Design for Manufacturing and Assembly）による製造の最適化
 IC（Indutrialized Construction）による工業化の推進
建設プロセスのデジタル化
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AUTODESKと取り組むDfMA＋IC

37



プレファブ、IC、そしてDfMAとは何か。

プレファブリケーションとは屋内環境でパーツやアセンブリを
生産し、その後現場において最終的に組み立てられるもの。

 IC（工業化建築）は製造業の手法やツールの適用により、現場
での作業を減らすため、プレハブ化されたコンポーネントやそ
のサブコンポーネントを制作し組み立てること。

 DfMA（製造や組立のためのデザイン）は製造とオフサイトで
の組立作業をより良くサポートにするための設計と設計手法の
改善プロセス。

DfMAはICそのものではない。



建設業におけるDfMAとは

DfM (Design for Manufacturing)

組み立てられた建築物を構成する
個々の部品製造の最適化。

 適切でより良い材料・少ない材料を選択
 製造コストと時間を削減
 製造能力向上を重視

DfA (Design for Assembly)

部品同士の組立方法を最適化する。
工場での組立て、プレセット、
及び現場での施工を最適化する。

 より少ない部品を選択
 組立て時間やミスを削減
 二次的な作業の排除を重視
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DfMAがもたらす効果
どこでコストが削減されるか？

設計段階におけるDfMAの適用

機能の適合

より良い設計で不要な
コストが削減可能か？

部品点数/接合箇所数の削減

不要な部品や簡素化できる
部品があるか？

組立て方法の簡素化

組立てをより簡素化・
迅速化できるか？

二次作業の簡素化

不要な手順を削除したり、
「二次設備」のコストを削減
したりすることが可能か？

工期短縮 コスト削減 品質向上

適用材料の最適化

利用できる最適な材
料や製造方法が選択
されているか？

適応性のある製造 適応性のある組み立て・施工

設計から製造への統合 設計時の組立/施工計画

ロジスティクスの最適化
(実需に基づく「プル」型供給方式)



 全体リードタイムの短縮化
 建物品質の安定化
 スケールメリットを活かしたコストダウン
 業界の標準化を推進する
 現場作業の安全性を向上させる
 廃棄物削減による環境への配慮

ICがもたらす効果と課題
効果

 標準化によりプラン自由度を阻害する
 工場～現場への輸送費
 工場と現場との情報連携性

課題



提案 企画設計 詳細設計 製造 施工

Design for Manufacturing and Assembly

DfMAによって設計ものづくりプロセスを最適化し、ICによって工場化率を高め、
建設プロセスのデジタル化を融合させることで全体最適化を図る。

DfMA＋ICの考え方

Industrialized Construction

建設プロセスのデジタル化



DfMA+ICの効果
一般的な在来工法と比較した効果

コスト

工程

品質

予測可能性

技術不足解消

参照 * McKinseyレポート From McKinsey Report:  “モジュラー建設 Modular construction: From projects to products” 

前 From This…..

後 …To This

予算超過や、予想外の現場費用をなくす -20％*

現場作業が予想可能な環境となる -50％*

標準製造プロセスで、 建設時のバラツキをなくす

コストや時間の予測を早め、
確度を高くする

より低スキル＋より少人数 -80％*



多品種に適用した製造

製造自動化への連動

製造シミュレーション

Autodeskと取り組む改革の方向性

作業プロセスの統合
共通データ基盤への統合
設計データの共有化

部品点数の削減
組立て工程の最適化
工場化率の再検討
現場作業の削減

図面生成の自動化
製造への自動連携強化
製造の自動化強化

１．データ連携の強化 ２．DfMAを用いた再設計 ３．プロセスの自動化 ４．柔軟な製造



 プレファブ化を推進して施工現場の作業を減らす。

 建物の立地や規模など状況に応じた適応性のある製造。

 製造部材の部品化レベルに応じた適応性のある物流。

 万能のアプローチは無いが、柔軟な組み合わせで最適解
に近づく。

 製造組立の自動化には共通化したデータ基盤が必要。

工業化プロセスの柔軟性 LEVEL 0:
部材

LEVEL 1:
部品

LEVEL 2:
サブ

アセンブリ

LEVEL 3:
モジュール
ユニット

LEVEL4:
建物

適応性を有する
製造と組立

柔軟な輸送

プレハブ・
フラットパック

Prefabricated 
/ Flat-Pack

プラットフォーム
・パーツキット
Platforms /
Kit-of-Parts

モジュラー・立体
性のもの

Modular /
Volumetric

輸送の
方法
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どこまで工場で製造するのか？
重要なのはプロセスの柔軟性。



46
次世代工業化基盤

物流・製造・施工
コストの最適化生産設計の自動化コスト・工期の即時予測

 全体LTの最適化
 プランの自由度アップ
 コスト・納期の最適化
 設計変更による手戻り軽減

工場化率アップ

お客様への提案が変わる次世代工業化建築システム

多種部材への適応 自動設計 柔軟な製造システムコスト・納期予測DfMA



次世代工業化建築システムの成熟化モデル

デジタル統合
各プロセスのデジタル情報を集約・統合
し、全体管理するとともにデータ解析を行
いプロセスを制御することにより全体最適
化を図る。

DfMA＋IC
建物の部位をDfMA手法を用いてシンプル
化、標準化し、工場で製作可能な部品化を
行う。また、これを現場輸送、組立施工可
能なレベルで、工場、現場の製造割合を柔
軟に制御する。

デジタル化
提案、設計、製造、施工の各段階において
デジタル技術を導入し生産性を高め、品
質、工程、コストの最適化を図る。また、
業務フローをデジタル化することで自動化
を推進する。

オフサイト化
現場施工の工数を減らし、工場での製造へ
移管する。従来方法の専門技能者は多能
工、及び工場作業者へと移行していく。
適用する建物用途は、小規模な住宅用途か
ら、共同住宅、小規模店舗、ホテル、オ
フィスへと大型化していく。
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最適化

自動化

標準化
シンプル化

専門化 成熟度



管理・活用

次世代工業化建築システムで目指す姿

分析・AI 建物
DBBIM デジタルツイン

共通データ基盤

建設に関わるデータをステークホルダーと共有・活用していくことで、
建設プロセスの全体最適化を図り、次世代デジタル建設として、多品種最適生産のものづくりを実現する。

DH社員 協力業者

•営業・設計
•工場・工事
•バックヤード

•工場協力会社
•施工協力会社
•外注先

サプライヤー

•材料、資材
•部材、製品
•設備

お客様

•建築主
•オーナー
•テナント

建設
ステーク
ホルダー その他

•官庁
•自治体
•関係法人

 劣化維持管理モニタリングと
計画修繕提案

 生活スタイルに応じたリノベ提案

施工
 施工の更なる省人化と

進捗・現況のデータ化

 遠隔管(監)理の高度化

 実績データに基づく
購買・生産の最適化

 全体プロセスを考慮した
工業化制御

製造設計

 設計提案のデジタル化と
情報のフロントローディング

提案

サプライチェーン可視化
とコントロール

 設計情報加工（構造、生産）の自動化
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次世代工業化から新ビジネスへ（DX）

Step1

Step 2

Step 3

優先度の高い課題をデジタル技術、
新工法にて解決する

データを中心に一気通貫したプロセスの改善
新技術を活用したサービスの提供とデータの収益化

データプラットフォームを利用し
新たなマーケット価値創出

既存のお客さま

社内外のステークホルダー

全く新しいお客さま

次世代工業化建築で稼働するデータ基盤を活用して
新たなビジネス展開を推進する。



大和ハウス工業の目指す姿
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共通データ基盤
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Thank you
Yasuhiro Otake

ohtake01@daiwahouse.jp
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